
平成29年第１回横須賀市議会定例会本会議（第６日）の概要 

 

 

▼３月 24 日（14 時 00 分から 22 時 20 分） 

 

■ 田辺昭人議員（自由民主党）、大村洋子議員（日本共産党）、青木哲正議員（無会派）

の緊急質問に同意の上、日程に追加、先議し、発言を許可することに決定した。 

 

■ 田辺昭人議員（自由民主党）、大村洋子議員（日本共産党）、青木哲正議員（無会派）

が緊急質問を行った。 

 

■ 決議案第１号を日程に追加、先議することとし、青木哲正議員（無会派）から提案理

由の説明を聴取した後、質疑はなく、委員会付託を省略し、角井 基議員（研政）、藤野

英明議員（無会派）が討論を行った後、採決の結果、記名投票（下記参照）により賛成

少数で否決した。 

 

決議案第１号 投票結果 

 

賛成（15名） 

小室 卓重議員  青木 哲正議員  藤野 英明議員  上地 克明議員 

ねぎしかずこ議員  大村 洋子議員  井坂  直議員  井口 一彦議員 

南 まさみ議員  渡辺 光一議員  大野 忠之議員  松岡 和行議員 

青木 秀介議員  田辺 昭人議員  木下 憲司議員 

 

 反対（24 名） 

関沢 敏行議員  二見 英一議員  長谷川 昇議員  小林 伸行議員 

小幡沙央里議員  山本けんじゅ議員  土田弘之宣議員  本石 篤志議員 

石山  満議員  伊関 功滋議員  髙橋 英昭議員  葉山  直議員 

嘉山 淳平議員  西郷 宗範議員  加藤 眞道議員  杉田  惺議員 

伊藤 順一議員  鈴木真智子議員  角井  基議員  永井 真人議員 

矢島真知子議員  はまのまさひろ議員  伊東 雅之議員  山口 道夫議員 

 

■ 決議案第２号を日程に追加、先議することとし、小林伸行議員（研政）から提案理由

の説明を聴取した後、質疑はなく、委員会の付託を省略し、討論はなく、採決の結果、

賛成多数（反対７人、退場＝青木哲正議員、藤野英明議員、上地克明議員）で原案どお



り可決した。 

 

■ 議案第 13 号～第 46 号及び議員提出議案第１号について、生活環境、教育福祉、都市

整備、総務及び予算決算の各常任委員長からの審査報告の後、質疑はなく、井坂 直議

員（日本共産党）、長谷川昇議員（研政）、青木哲正議員（無会派）、上地克明議員（無会

派）が討論を行った後、採決の結果、議案第 15 号、第 17 号、第 18 号、第 21 号、第 23

号～第 25 号、第 27 号、第 30 号～第 38 号、第 40 号～第 46 号及び議員提出議案第１号

の以上 25 件は全会一致で、議案第 14 号、第 16 号、第 19 号、第 20 号、第 22 号、第 26

号、第 28号及び第 29号の以上８件は賛成多数（反対３人）で、議案第 13号は賛成多数

（反対６人）でいずれも原案どおり、議案第 39号は全会一致で、一部修正の上、可決し

た。 

 

■ 平成 29 年請願第１号及び平成 29 年請願第２号について、総務常任委員長及び中学校

完全給食実施等検討特別委員長からの審査報告の後、質疑はなく、ねぎしかずこ議員（日

本共産党）が討論を行った後、採決の結果、平成 29 年請願第１号は賛成少数（賛成５人）

で、平成 29 年請願第２号は記名投票（下記参照）により賛成少数でいずれも不採択とす

ることに決定した。 

 

平成 29 年請願第２号 投票結果 

 

賛成（５名） 

小室 卓重議員  藤野 英明議員  ねぎしかずこ議員  大村 洋子議員 

井坂  直議員 

 

 反対（34 名） 

青木 哲正議員  関沢 敏行議員  二見 英一議員  長谷川 昇議員 

小林 伸行議員  小幡沙央里議員  山本けんじゅ議員  上地 克明議員 

井口 一彦議員  南 まさみ議員  土田弘之宣議員  本石 篤志議員 

石山  満議員  伊関 功滋議員  髙橋 英昭議員  葉山  直議員 

嘉山 淳平議員  西郷 宗範議員  加藤 眞道議員  杉田  惺議員 

伊藤 順一議員  渡辺 光一議員  大野 忠之議員  松岡 和行議員 

鈴木真智子議員  角井  基議員  永井 真人議員  矢島真知子議員 

はまのまさひろ議員  伊東 雅之議員  山口 道夫議員  青木 秀介議員 

田辺 昭人議員  木下 憲司議員 

 

■ 議員派遣について、田辺昭人議員外10名の議員派遣の申し出及び全議員の議員派遣の



申し出を了承することに決定した。 

 

■ 議員提出議案第２号～第６号について、鈴木真智子議会運営委員長から提案理由の説

明を聴取した後、質疑・討論はなく、採決の結果、議員提出議案第２号～第６号の以上

５件は全会一致で原案どおり可決した。 

 


